
秋田市では、市が持っているいろいろな情報を
市民のみなさんに公開し、市政への理解と信頼を
深めてもらうために情報公開制度を設けています。
より公正で開かれた市政をめざし、制度の運用

に努めていますので、お気軽にご利用ください。
公文書の開示請求は、市役所１階の市民相談室

で受け付けています。市政に関する資料や各種刊
行物を自由にご覧いただいたり、貸し出しする資
料閲覧コーナーも設けています。

資料閲覧コーナーの利用者が大幅アップ
平成12年度に受け付けた公文書の開示請求は
35件。内容は審議会や第３セクターに関するも
のなどでした。また、資料閲覧コーナーは、
3,560人(昨年に比べて700人増)のみなさんにご利
用いただきました。

処理状況
開示　　一部開示　　不開示　 取り下げ

35 23 12 0 0

請求件数

■平成12年度の公文書開示請求の状況

利用者数(人) 資料貸出件数
3,560 13(21冊)

■平成12年度の資料閲覧コーナーの利用状況

●市内に住んでいるかた　

●市内に事務所のある個人や法人、団体

●市内の事務所に勤務しているかた　

●市内の学校に在学しているかた

●市が行う事務事業に利害関係のあるかた

公文書の開示を請求できるかた

制度の対象となる機関

問い合わせ 市民相談室q(866)2272

知ってますか？

情報公開制度

市職員の
採用試験(中・初級)

問い合わせ

試験区分

昭和51年４月２日から昭和
57年４月１日までに生まれ
たかたで、短期大学・高等
専門学校もしくはこれらと
同等と認められる学校を卒
業または来年３月までに卒
業見込みのかた。

保健婦
(士)

行政 一般行政事務

専門技術的
業務

消防業務消防

職務内容 受験資格

中

級

１人

１人

１人

昭和49年４月２日以降に生
まれたかたで、保健婦(士)
の資格を有するかた、また
は今年度中に実施される国
家試験において保健婦(士)
資格を取得見込みのかた

※中級では、保健婦(士)を除き、大学もしくはこれと同等と認め
られる学校を卒業または卒業見込みのかたは受験できません。

■試験案内書をさしあげます
７月27日(金)から市役所１階の窓口案内、人事課、
土崎支所、新屋支所、秋田駅市民サービスセンタ
ーでさしあげます。消防については、消防本部総
務課、各消防署・出張所でさしあげます。必ず
「試験案内書」をご覧になり、案内書に従って手続
きをしてください。

■受 け 付 け
８月13日(月)から24日(金)まで人事課で、消防は
消防本部総務課で受け付けます。

人事課q(866)2012 消防本部総務課q(823)4000

試験区分

昭和53年４月２日から昭和
59年４月１日までに生まれ
たかたで、高等学校を卒業
または来年３月までに卒業
見込みのかた。

行政 一般行政事務

消防業務消防

職務内容 受験資格

２人

※初級では、大学、短期大学、高等専門学校もしくはこれらと同等と
認められる学校を卒業または卒業見込みのかたは受験できません。

採　　用
予定人員

初

級

３人

８月13日(月)から24日(金)まで受け付け

●試 験 日 ９月16日(日)
●試 験 場 秋田大学工学資源学部
●試験方法 一般教養試験、作文、

専門試験(技術職のみ)
採　　用
予定人員

土木
専門技術的
業務

１人

昭和51年４月２日から昭和
59年４月１日までに生まれ
たかたで、高等学校を卒業
または来年３月までに卒業
見込みのかた。
ただし、土木の専門学科を
専攻したかたに限ります。

●市長、教育委員会、選挙管理委員会、公平委員会、

監査委員、農業委員会、固定資産評価審査委員会、

公営企業管理者、消防長、議会

●実施機関の職員が仕事で作成したり、取得した文
書や図画、写真、フィルムなどで、平成10年４月
１日以後に事務処理が終わり、実施機関が管理し
ているものが対象です。

市民相談室の
資料閲覧コーナー

対象となる公文書
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